EXPRESSBUILDER 



添付の EXPRESSBUILDER CD - ROM の使用方まと EXPRESSBUILDER にバンドルされている各種管理ソ 
フトウエアの紹介と使用方まについて説明します。 


添付の CD - ROM について（一178ぺージ） . 

EXPRESS 巨 UILDER (—179ぺージ） . 

ExpressPicnic (一 185ぺージ） . 

ESMPRO (—191ぺージ） . 

Power Console 円 us (—195ぺージ） . 

エクスプレス通報サービス（一200ページ） ....... 

テープ監視ツール(一203ページ） . 

MWA (—205ページ） . 

オフライン保守ユーティリティ（一205ページ) 
システム診断(一205ページ） . 


添付の EXPRESSBUILDER CD-ROM に収められ 
ているソフトウエアについて紹介します。 

セットア、ソプツール 「EXPRESS 巨 UILDER」 につ 
いて説明します。 

シームレスセットアップ用パラメータディスク 
(セットアップパラメータ FD ) を作成するツール 
「 ExpressPicnic 」 について説明します。 

統合システム管理ソフトウエア 「 ESMPRO 」 につ 
いて説明します。 

オプションの LSI Logic ディスクアレイコント 
□ーラや構築しているアレイディスクの保守•管 
理をするアプリケーションです。 

障害発生時に自動的に保守サービス会社へ通報す 
るソフトウエアです。 

オプションのファイルデバイスのテープの状態な 
どを監視するツールです。 

本装置ではホサポートです。 

本装置では未サポートです。 

システム彰断には EXPRESS 目 UILDER を使った 
方法と本体内蔵のプ□グラムを使った方法があり 
ます。7章で詳しく説明します。 
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添付の CD-ROM について 


添付の EXPRESSBULDER CD - ROM じは、本装置を容易にセットアップするためのユーティリティやを 
種バンドルソフトウェアが収録されています。これらのソフトウェアを活用することにより、本装置の機 
能をより多く引き化すことができます。 


M-O EXPRESSBUILDER CD - ROM は、本装置の設定び完了した後でも、 OS の再インス! 

ルや BIOS のアップデートなどで使用される機会びあります。なくさないように大切に保存 
しておいて < ださい。 


ットアップユーティリティ 


EXPRESSBUILDER (179 ぺージ ) 


ディスクアレイ管理ユーティリテ- 


Power Console Plus ( ヴーパ ’ ） （ 19 已ぺージ ) 


システム管理ユーティリテ- 


• ESMPRO/ServerAgent (1 日 1 ぺージ） 

• エクスプレス通報ヴービス （ 200 ぺージ） 

• Management Workstation 
Application (20 已ぺージ） 

• システム診斬ユーティリティ （ 2 12 ぺージ） 

• オフライン保守ユーティリティ （ 20 已ぺージ ) 


•ープデバイス管理ユーテイリテ- 


テー プ監視 ツールに 03 ぺージ） 


交作受 



その他 


さ 種 オンライン 
ドキュメント 
(HTML/PDF) 



管理 PC 



ExpressP に " C U 曰己） 


システム管理ユーテイリテイ 


ESMPRO/ServerMana 居 er 
(1 日 4 ぺージ） 

Management Workstation 
Application に〇己ぺージ） 


ディスクアレイ管理ユーティリティ 


Power Console Plus ( 管理 PC)(1 日 8 ぺージ） 


Pl ; ディスクアレイコントローラの RAID を設をするユーティリティはボード上のチップに搭載 
されています。これらのユーティリティの操作方法については、ボードに添付の説明書、ま 
たは EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメントを参照してください。 
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EXPRESS 巳 UILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーズじ接続された八ードウェアを自動橫化して処理を進める 
セットアップ用統合ソフトウェアです。 EXPRESS 目 UILDER から OS をインストールする際には、インス 
I -ール対象の八ードディスクドライブ（またはディスクアレイの論理ドライブ1台のみ)だけを接続してセッ 
トアップしてください。 



—にごいて 


EXPRESS 巨 UILDER には2つの起動方まがあります。起動方まじよって表示されるメニュ ー 
や項目が異なります。 

• EXPRESSBUILDER CD-ROM か 5 起動する 

EXPRESS 巨 UILDER CD - ROM を本装置の 
DVD - ROM ドライブにセツトして起動し、 

EXPRESS 目 UILDER 内のシステムから起動す 
る方まです。この方まで本装置を起動すると 
ちに示す 「 EXPRESS 巨 UILDER トップメ 
ニュー」が表示されます。 


このメニューにある項目から本装置をセッ 
アップします。 



シームレスセットアップは、セットアミブモ^ 
する巧にセットアップにみ巧な巧巧を編集し 
ブロッビーディスク1；：巧巧し*七ヴトアブブの巧 
に子の倍巧を去一豪み出して自な的に一さのセッ 
トアブプぞ進めるというものです • 

このとさ巧巧されるフロヴビ^ィスクのことぞ 
r セットアップバラゾータ FDJ と巧びます， 


Bl 


本装置 m がのコンピュータおよび EXPRESSBUILDER び添付されていた本装置切 
がの Express 己 800 シリ ー ズで起動しないでください。故障の原因となります。 

メニューの r シームレスセットアップ」を実行するとあ5かじめインスIルされて 
いる OS を消去します。 OS もインスIルし直ず必要びあります。 


EXPRESS 目 UILDER トップメニューじつし^てはこの後の 「 EXPRESS 巨 UILDER トップメ 
ニュー」を参照してください。 

Windows び起動した後に EXPRESSBUILDER CD-ROM をセツトする 


Windows 95 JU 降または Windows NT 4.0 JU 
降が'起動した後に 、 EXPRESSBUILDER 
CD - ROM を CD - ROM ドライブじセットする 
とメニューが表示されます(ち図参照)。表示 
されたメニューダイア□グボックスは「マス 
ターコント□ールメニュー」と呼びます。 

マスターコント□ールメニューじついてはこ 
の後の r マスターコント□ールメニュー」を参 
照してください。 
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EXPRESSBUILDER トップメニ 


EXPRESS 巨 UILDER トップメニューはハードウェアのセットアップおよび 0 S (オペレーティ 
ングシステム）のセットアップとインストールをするときじ使用します。 

M-O B I 0 S の設定を間違えると 、 C D-R 0 M か5起動しない場合びありまず。 

EXPRESSBUILDER を起動できない場合は 、 BIOS Confi 呂 uration / Setup ユーティリ 
ティを起動して下のとおりに設定してください。 

("Start Options」-["Startup Sequence Options 」 メニユ ー 
- 「First Startup Device 」 をに D - ROM ] 

— 「Second Startup Device 」 を [Diskette Drive 0] 


起動 

次の手順に従って EXPRESS 巨 UILDER トップメニューを起動します。 

1 . 周辺装置、本装置の順に電源を ON (こする。 

2. 本装置の DVD - ROM ドライブへ EXPRESSBUILDER CD - ROM をセ、ソトする。 

3. CD - ROM をセツトした6、リセ、ソトするレ Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
OFF / ON して本装置を再起動する。 


CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 ULDER が起動します。 

EXPRESS 目 UILDER が起動すると、 tTF のような EXPRESS 目 UILDER トップメニューが現 
れます。 



シームレスセッ ト アップ 



のの巧的なバラゾ-^やが巧のまミから OS ‘を巧 
ユ ーT ィリテ< のイシ义トールまでを巧巧の 
CD-ROM rEXPRESSBUILDERj を巧って切れ目なく 
(シームレスで）セブトアップできるれ自の 
セットアップ方まです • 


ドディスクぞ巧乂時のが巧と奥なるバーティ 
と?ヨシ設定で巧用するちさや OS を苗インストール 
するシームレスセットアップをぶ。して 
ください，セットアップをこのな巧が巧 


セットアップパラメータ FD の情報を参照して、切れ目なく（シー 
ムレスに）セットアップを行います。 0S の再インストールを行 
う場合、こちらのセットアップ方式を選択してください。 


EXPRESSBUILDER に収められている各種ユーテイリテイを 
個別に起動し、オペレータによるセットアップを行います。 
また、インストール済み 0S に影響を与えることなくセット 
アップを行うことができます。 


ツ■ル 


終了 


EXPRESSBUILDER について説明しま 
す。セットアップを実行する前に一通 
り目を通しておくことをお勧めします。 


EXPRESS 己 UILDER の終了画面 
が表示されます。 
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シームレスセットアップ 

r シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設をから 0 S 
(Windows Server 2003および Windows 2000). を種ユーティリティのインス I ―ルまで 
を添付の EXPRESSBULDER CD - ROM を使って切れ目なく（シームレスで)セットアップで 
きる Express 5800シリーズ独自のセットアップ方まです。 

購入時の状態と異なる八ードディスクドライブのパーティション設をで使用する場合や OS 
を再インストールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップを 
この機能が代わって行います。 

r シームレスセツトアップ」を選択すると、 OS のインス I -ールを開始します。 


「シームレスセットアップ」は最初か5のセットアップであることを前提としているた 
め、実行すると八ードディスクドライブの内容び失われることびあります。 

セットアップを開始した5、完了するまで本体装置の電源を OFF にしないで<ださい。 
また、指示びあるまでセツトアップパラメータ FD を取り出さないでください。 


ツールメニユ- 


Express 5800シリース EXPRESSBUILDER Ver.3.xxx-x Copyright(C) NEC Corporation 2004 


RAS ユーティリティ 
システム診断 
サポートディスクの作成 
各種 BIOS/FW のアップデート 
ヘルプ 

トップメニューに戻る 


RAID] 外 D- ラ：検出 
総テ。ィスク数：1 
A。 ツク内 7 イスク数：1 
スタン/广イテ’’イスク：1 
RAID レへ。ル： 7 

: WRITE-THRU 

-テイシヨン：あり 


ライ巧-ド： 
保守用/ド- 


ツールメニューは、 EXPRESSBUILDER 
に収められているを種ユーティリティを 
個別で起動し、オペレータが手動でセッ 
トアップを行います。「シームレスセット 
アップ」では自動設定できない設定や、よ 
り詳細に設をしたい場合などに使用して 
ください。 

:夕じツールメニューじある項目について説明します。 

• RAID 情報のセーブ/リストア 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに保存(セー 
ブ)、またはフ□、ソピーディスクから復元(リストア)することができます。 

- RAID 情報のセーブ 

ディスクアレイコント□-ラのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに 
保存します。フォーマット済みのフ□、ソピーディスクを用意してください。 RAID の 
設定や変更を行った時は、必ず本機能を使用してコンフィグレーション情報をセー 
ブしてください。 

- RAID 情報のリストア 

フ□、ソピーディスクに保存されたコンフィグレーション情報をディスクアレイコン 
卜□-ラ上の NvRAM と HDD に復元します。 「 RAID 情報のセーブ」で作成したフ□、ソ 
ピーディスクを用意してください。コンフィグレーション情報が万一破壊された場 
合や、誤ってコンフィグレーション情報を変更してしまった場合は、本機能を使用 
してコンフィグレーション情報をリストアしてください。 
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例えば、故障などによりディスクアレイコント□ーラを交換する場合、八ードディ 
スクドライブ上のコンフィグレーション情報をディスクアレイコント□ーラの 
NvRAM へ保存する必要がありますが、もし誤って NvRAM のコンフィグレーション 
情報を八ードディスクドライブに保存してしまった場合は、本機能を使用してリス 
トアしてください。 

I *-0 この機能をサポートしていないディスクアレイコント□ーラもありまず。その場 
合、このメニュ—は表示されません。 


^ この機能は保守用です。保守] U かの目的で操作しないようにお願いいたします。 
[ P ； 列誤った操作を行うとデータを損失するおそれがあります。 


• RAS ユーテイリテイ 


保守者用のユーティリティです。 

— BIOS Setup 情報のセーブ 

フ□、ソピーディスクに巨 I 0 S のコンフィグレーション情報を保存します。フォーマツ 
卜済みのフ□、ソピーディスクを用意してください。 

-巨 I 0 S Setup 情報のリストア 

フ□、ソピーディスクに保存された目 I 0 S のコンフィグレーション情報を復元します。 
「BIOS Setup 情報のセーブ」で作成したフ□、ソピーディスクを用意してください。 

，|; BIOS Setup 情報のセーブ/リストアを実行中にじ(下のメッセージが表示されます 
が、動作には問題ありません。 

NS 317 Chipset detected ... 


• システム診断 

本装置上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続をお 
査します。システム彰断を実行すると、本装置に応じてシステムチェック用プ□グラム 
が起動します。212ページを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してくださ 
い。 


• サポートディスクの作成 


サポートディスクの作成では、 EXPRESSBUILDER 内のユーティリティをフ□、ソピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンス I -ールの際に必要となるサポートディスクを作成します。なお、画面に表示された 
タイトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き a んでおくと、後々の管理が容易です。 

サポートディスクを作成するためのフ□、ソピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003 Enterprise Edition をインストールするときに必要となる 
サポートディスクを作成します （ r シームレスセツトアップ」でインストールする場合 
は必要ありません)。 


- Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESSBUILDER 


Windows 2000 Advanced Server をインストールするときに必要となるサポート 
ディスクを作成します （ r シームレスセットアップ」でインス I —ルする場合は必要あ 
りません)。 












- ROM - DOS 起動ディスク 

ROM - DOS システムの起動用サポートディスクを作成します。 

—システム目 IOS ユーティリティ 

システム目 IOS ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。システム 
目 IOS ユーティリティはシステム目 IOS • DIAG のアップデート、システム BIOS のセー 
ブとリストアに使用します。 

各種 BIOS/FW のアップデート 

8番街で配布される r を種目 IOS / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
目 IOS / FW (ファームウェア）をアップデートすることができます。「各種 BIOS / FW のアッ 
プデートモジュール」については、次のホームページに詳しい説明があります。 

『NEC 8 番 街』： http://nec8.com/ 

を種目 I 0 S / FW のアップデートを行う手順は配布される「各種 BI 0 S / FW のアップデートモ 
ジュール」に含まれる rREADME . TXT 」 に記載されています。記載内容を5在認した上で、 
記載内容に従ってアップデートを行ってください。 rREADME . TXT 」 は Windows のメモ 
帳などで読むことができます。 

I — "〇 BIOS / FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでくださ 
しアップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動できなくなりまず。 


ヘルプ 

EXPRESSBUILDER のを種機能に関する説明を表示します。 

トップメニューに戻る 

EXPRESS 巨 UILDER トップメニューを表示します。 
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マスターコント□—ルメニ 


Windows (Windows 95 JU 降または Windows NT 
4.0 じ(降)が動作しているコンピュータ上で添付の 
EXPRESS 目 UILDER CD - ROM をセ、ソトすると、 
r マスターコント□ールメニュー」が自動的に起動 
します。 


g ; システムの状態によっては自動的に起動し 

I ヒン ない場合があります。そのような場合は、 

CD-ROM 上の々のファイルをエクスプロー 
ラ等から実行してください。 

¥MC¥1ST.EXE 

マスターコント□ールメニューからは、 Windows 上で動作するを種バンドルソフトウェア 
のインストールやオンラインド丰ュメントを参照することができます。 

g ; オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式ので書で提供されているものもあります。こ 

I じ卜 I のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Acrobat Reader がインス 
卜ールされている化要があります。 Acrobat Reader がインストールされていないときは、 
はじめに[ソフトウェアのセットアップ]の [Acrobat Reader] を還ネ尺して、 Acrobat Reader 
をインストールしておいてください。 

マスターコント□ールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、ちクリ、ソクで現れるショートカットメニューから行います。 

M-O CD - ROM をドライブか5取り出す前に、マスターコント□—ルメニューおよびメニューか 
5起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 
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ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、本装置のセットアップで使用する「セットアップパラメータ FD 」 を作成するツールで 
す。 

EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセットアップをする 
と、いくつかの確認のための车一入力を除き 0 S のインストールからを種ユーティリティのインストールま 
でのセットアップを自動で行えます。また、再インス!-ールのときじ前回と同じ設定でインス!-ールする 
ことができます。「セットアップパラメータの」を作成して、 EXPRESSBUILDER から本装置をセットアッ 
プすることをお勤めします。 

>1： 「セットアップパラメ ータ FD 」 がなくても Windows 2000または Windows Server 2003をイ 

ンストールすることはできます。また、「セットアップパラメータ F D 」は、 
EXPRESSBUILDER を使ったセットアップの途中で修正-作成することもできます。 


ットアップパラメータ FD の作成 


OS をインス!-ールするために必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成します。じ(下の手順に従ってください。 

■: ExpressPicnic は PC 98- NX シリーズ. PC - 9800シリーズ. PC - AT 互換機で動作します。 

rETH 


1. OS を起動する。 

2. ミ！がの 「EXPRESS 目 UILDER」CD-ROM を DVD-ROM ドライブ、にセットする。 
マスターコント□ールメニューが 表示されます。 

3. 画面上でちクリックするか、[ソフトウェ 
アのセットアップ]を左クリックする。 

メニューが表示されます。 

4. [ExpressPicnic] をクリックする。 

ExpressPicnic ウィンドウが表示されま 
す。 
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己.[ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 


6 . を項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 


[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックスが順(こ表示されます。 




7 .メ、ソセージに従ってダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 

I チェック I 

[キャンセル]をクリ、ソクすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 

セットアップ情報の設定が完了すると、 
[ファイル保存]ダイア □ グボ、ソクスが表 
ピれます 0 




巧まマシン I 面 iim 削 l iM mi—i— 

インスト—ルバス |mnnt 
厂 '叩, ice Pack 規®巧 



口巧規 J ティシヨン p095 mb (20 加〜洪典典 mb ) 

r 既巧のバーティション 
r 全巧巧を新規巧ぶ 
ロファイルシステムを NTFS へ索换 


<戻る电）> みへか）> ^ キャンセル I 


キャン t ル J ヘルプ^ 


8. [セットアップ パラメータ FD ] チェック 
ボックスをオンになっていることを確認 
し、[ファイルさ)]ボックス(こセットアッ 
プ情報のファイルをを入力する。 

9. 1.44 M 目でフォーマット済みのフ□、ソ 
ピー ディ スクをフ □、ソ ピー ディ スクドラ 
イブ(こセットし、 [ OK ] をクリックする。 



「セットアップパラメータ FD 」 が作成できました。「セットアップパラメータ FD 」 は Windows 
Server 2003や Windows 2000をインストールするときに使用します。ラベルを貼り大切 
に保管してください。 

• 各項目の設を内容についてはヘルプを参照してください。 

「ヒント I • 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は 、 ExpressPicnic 
ウィンドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてください。ヘルプを参照して情報 
ファイルを修正してください。 
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ンのインス I ル 


EXPRESS 目 UILDER でサポートしていないアプリケーシヨンを追力□でインストールする場合 
は、 t (下の手順に従って r セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

I n-O 追加でインス I ルするアプリケーシヨンは、シームレスセットアップ対応されている必要 
胃司 びあります。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （ 18日ぺージ参照）。 

2 . [ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 


3. 各項目を設定し、 [ OK ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックス順に表示されます。 


4 .メ、ソセージに従ってダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 

[キャンセル]をクリ、ソクすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 

己.[アプリケーションの設定]が表示された 
6、[追加アプリケーションのインストー 
ル](こチェックを入れる。 


巨.[ファイル指定]ダイア□グボックスが表 
示された6、[セットアップ パラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになってい 
ることを確認し、[ファイルを]ボックス 
にセツトアップ情報のファイルをを入力 
する。 


7. 1.44 MB でフォーマット済みのフ□、ソ 
ピー デイ スクをフ □、ソ ピー デイ スクドラ 
イブにセットし、 [ OK ] をクリックする。 
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オプシヨンの大容量記憶装置ドライ/ V のインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインストー 
ルする場合は、じ(下の手順に従って r セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （18 日ぺージ参照）。 

2 . [ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリ、ソクする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 


3. を項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックスが順(こ表示されます。 


4 .メ、ソセージに従ってダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 


[キャンセル]をクリックすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 

己[アプリケーションの設定]が表示された 
6、[大容量記憶装置用 OEM - FD の適用] 
にチェックを入れる。 


巨.[ファイル指定」ダイア□グボックスが表 
示された6、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになってい 
ることを確認し、[ファイルを]ボックス 
(こセツトアップ情報のファイルをを入力 
する。 


7. 1.44 M 目でフォーマツト済みのフ□、ソ 
ピー デイ スクをフ □、ソ ピー デイ スクドラ 
イブ(こセットし、 [0 K ] をクリックす 
る。 
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巧動機からの情報採取 


ExpressPicnic が、起動しているマシンのセットアップ情報を自動的に採取し、セットアッ 
プ情報ファイルを作成します。 

^ • ユーザ/グループ情報は探取できません。 

• リモートアクセスサービス （ RAS ) (こついては設定情報を探取できません。 

• アプリケーシヨンで設定情報を採取できるのは、 ESMPRO / ServerAgent だけです。 

• 取得できない情報に関しては、既定値を表示しています。 

• Windows 2000のみサポートです。 


1 . ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （ 18日ぺージ参照）。 

2 . [オプシヨン]メニューの[稼動機か6の情 
報探取]をクリックする。 


取得後は、確認/修正画面に移ります。 
初期値が、取得したデータになっている 
ことを除けば r 情報ファイルの新規作 
成」、あるいは r 情報ファイル修正」と同じ 
です。 
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大量インストール 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指定し、マシンごとに変更する必要のあるパラ 
メータのみ修正して、複数のセツトアップ情報ファイルを作成します。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （18 日ぺージ参照）。 


2 . [オプション]メニューの[大量インストー 
ルのアシス 卜]をクリックする。 

3. [ファイルを開く]画面でベースとなる 
セットアップ情報ファイルを選択する。 

ベースとなるセットアップ情報ファイル 
の設定値がリストの一番上の欄に表示さ 
れます。 

4. [追加]をクリックする。 

5. ベースとなるセットアップ情報ファイル 
か6変更するパラメータを設定する。 



巨. [0 K ] をクリックする。 

リストに追加した情報が表示されます。 

7. ファイルをを選択し、 [ FD 作成]をクリツ 
クする。 


選択したファイルをのセツトアップパラ 
メータ FD を作成します。 
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ESMPRO 

本装置のシステム全般を保守-管理するソフトウエア^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」と^ ESMPRO / 
56「ソ6「1\/|311996「」じついて說明します。 ESMPRO / ServerAgent は本装置にインストールします。 
[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「は管理ドじにインストールします。 


ESMPRO / ServerA 6 ent(Windows 版) 


ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent ( Windows 版）は本装置にインストールするサーバ監視用アプリ 
ケーシヨンです。 

EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで自動的にインストールすることができま 
す。ここでは個別にインストールする場合に巧っておいていただきたいを意事項とインス 
I -ールの手順を説明します。 

>1; 運用上のを意事項については、添付の EXPRESSBUILDER CD-ROM 内のオンラインドキュ 

メント 「ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）インストレーシヨンガイド」に記載していま 
す。ご K ください。 


インスI-ール前の準備 

ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版)を動作させるためには対象 0 S の TCP / IP と TCP / IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設をが必要です。 

ネットワークサービスの 設定 

プ〇トコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定じついてはスタートメニューから 
起動するヘルプを参照してください。 

SNMP サービスの 設定 

コミュニティをに 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/1311396「側の設をで受信するトラップのコミュニティをデフォルトの rpublic 」 から変 
要した場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Marage 「側で新しく設をしたコミュニティをと同じを前を 
入力します。 
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インストール 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）の 
インス h —ルはミ乘付の EXPRESS 巨 UILDER 
CD-ROM を使用します。 

本体上の OS が起動した後、 Automn で表 
示されるメニューから ESM PRO] - 
ESMPRO/ServerAgent] の順にクリック 
してください。じ(降はダイア□グボックス 
中のメ 、ソセージに 従ってインス I-ー ルして 
ください。 

W -0 アドミニストレータの権限を持った 
置3 アカウントでシステムに□グインし 
て < ださい。 

ネットワーク上の CD-ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。エクスプ□ーラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないでください。 

アップ デートインストー ルについて 

「ヒント I ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、々のメッセージが表示さ 
れます。 


ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。 


メッセージに従って処理してくださし、。 


インスI-ール後の確認 

ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）をインス I -- ルした後に次の手順で正しくインス 
I -ールされていることを磕認してください。 

1. 本体を再起動する。 

2 . イベント□グを開く。 

3. イベント□グ(こ ESMPRO / ServerAgent の監視サービス(こ関するエラーが登録されていないこと 
を確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度はじめか6イン 
ストールし直してください。 
















補足事項 

オンラインド羊ュメントに記載されている補足事項に力□えて、 JU 下の点にを意してくださ 
い。 


ESMPRO / ServerAgent によるシャツトダウンについて 

本装置では、 ESMPRO / ServerAgent によるシャットダウンの無効化設定およびシャットダ 
ウン開始の羊ャンセルはできません。 

通報設をの基本設をで「シャットダウン開始までの時間設定」の有効/無効ビットマップを赤 
色に変更したり、「羊ヤンセルボタンを無効にする」のチェックボックスをはずしたりしない 
でください。 


PCI ス□ット拡張ュニットの電源ュニットファンについて 

PCI ス□、ソ ト 拡張 ュニッ トの電源 ュニッ トファンの停止/故障は、 ESMPRO / ServerAgent で 
は障害を橫化しません。 

Light Path 診断パネルで磕認してください。 
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ESMPRO/ServerManager 


ESMPRO / ServerAgent がインストールされたコンピュータをネ、ソトワーク上の管理 PC か 
ら監視-管理するには、本体にバンドルされている ESMPRO / Se 「 ve 「 Marage 「をお使いくだ 
さい。 

管理 PC へのインストール方まや設定の詳細についてはオンラインド车ュメントまたは 
ESMPRO のオンラインヘルプをご覧ください。 

■: ESMPRO / ServerManager の使用にあたってのを意事項や補足説明がオンラインドキュメン 

「己を卜で説明されています。添付の EXPRESSBUILDER CD - ROM 内のオンラインドキュメント 
「 ESMPRO / ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照してください。 
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Power Console Plus 

本装置に搭載した LSI Logic ディスクアレイコント□ーラおよびディスクアレイを構築しているアレイシ 
ステムを保守-管理するソフトウエア 「Power Console Plus けーパ)」と 「Power Console Plus 僧理 PC )」 
について説明します 。 Power Console Plus けーパ）は本装置にインストールします 。 Power Console 
円 us (管理 PC ) は管理 PC じインス I -ールします。 


Power Console Plus (サーバ) 


Power Console Plus は Windows サーバにおける 、 LSI Logic ディスクアレイシステムの監 
視-管理用のアプリケーションです。 

Power Console 円 us の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオン 
ラインドキュメント 「Power Console 円 us ™ ユーザーズガイド」を参照してください。 


カスタムインスI-ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に Power Console 円 us があらかじめインストールされている場合 
があります。このままでも使用できますが、後述の 「Power Console Plus けーパ）の環境 
設定」じ記載の内容の設をを行うことをお勤めします。また、リモートからの監視をする場 
合は別途 、 Power Console Plus 僧理 PC ) をインス I — ルしてください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

Power Console Plus は添付の 「 EXPRESS 目 UILDER 」 に収められている自動インス I -- ル 
ツール r シームレスセットアップ」を使ってインス I '''ールできます。 

シームレスセットアップを開始すると、アプリケーションを設をするダイア□グボックスが 
表示されます。ここで 「Power Console 円 US 」 を選択してください。なお、シームレスセッ 
トアップ後は後述の環境設定をしてください。また、リモートからの監視をする場合は別 
途 、 Power Console Plus 僧理 PC ) をインストールしてください。 


手動インストール(新規インストール） 

手動でインストールする場合は W 下の説明を参考にしてインス I -ールしてください。インス 
I -ールに関する詳しい手順と操作方法については EXPRESS 目 UILDER 内にあるオンラインド 
キュメント 「Power Console 円 us ™ ユーザーズガイド」を参照してください。 
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Power Console Plus (ヴーバ)をインストールする前に 


Power Console Plus けーパ）をインストールするときは、次に示す準備をしておく必要が 
あります。 

• LSI Logic 製のディスクアレイコント□ーラがシステムに取り付けられていること 

• LSI Logic 製のディスクアレイコント□-ラのドライバが組み a まれていること 

• Windows の SNMP サービスが組み込まれていること 

• Windows の TCP/IP の設定が終了していること 
• システムのアップデートが終了していること 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• Internet Explorer 4.01 サービスパック 2JU 降がインストールされていること 


Power Console Plus (ヴーパ')のインストール手順 


Power Console Plus けーパ）のインストール 
はミ！付の EXPRESS 目 UILDER をイを用します。 
Windows では EXPRESS 巨 UILDER をドライブ 
にセット後、 マスター コント □ールメニュー か 
ら[ソフトウエアのセットアッスー正 SMPRO] 
—[関連 ユ ーティリティ メニュ ー ]— [Power 
Console Plus] の順にクリックします。 



ここで表示されるセットアップオプションの選択でインストールするコンポーネントとして 
r サーバ」または r サーバ十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください。じ(降 
はダイア□グボックスのメッセージに従ってインストールしてください。なお、インストー 
ル後は後述の環境設定をしてください。また、リモートからの監視をする場合は別途、 
Power Console 円 us (管理 PC) をインストールしてください。 

上記記述の管埋サーバはネットワークで接続されたすベてのサーバおよび管理 PC を管理す 
L 卜、小1 るコンピュータとしてネットワーク内に1つを義します。 


















Power Console Plus (ヴーパ)の環境設定 

• HOSTS ファイルの設定 

ネットワーク経由で制御する場合はすべてのサーバ/管理 PC および管理サーバの IP アド 
レスとホストをを登録してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要で 
す。 

♦ REGSERV.DAT の設定 

ネットワーク経由で制御する場合は管理サーバのホストををすでにある riocalhost 」 の設 
をと置換してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要です。 

• パスワードファイルのアクセス権設定 

「 c :¥ Winnt ¥ System 32¥ drivers ¥ etc ¥ raidpass . valJ ( c :¥ Winnt は、 Windows の一般的 
なインストール先フォルダです）をセ羊ュリティ保持の観点から NTFS ファイルアクセス 
権を Administrator 権限などに変更して < ださい。 


6 mxpRmssBCII-DmR 


197 




Power Console Plus ( 管理 PC) 


Power Console 円 us をネットワーク経由でサーバを管理する場合にインス I -ールします。 
W 下の説明を参考にして Power Console Plus 僧理 PC ) を管理 PC じインス I ルしてくだ 
さい。インストールに関する詳しい手順や動作環境、操作手順については、 
EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインド车ュメント 「Power Console 円 us™ ユーザー ズ 
ガイド」を参照してください。 


Power Console Plus (管理 PC ) をインストールする前に 

Power Console Plus 僧理 PC ) をインストールするときは、次に示す準備をしておく必要 
があります。 

• Windows の TCP / IP の設定が終了していること 
• システムのアップデートが終了していること 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• Windows NT 4.0の場合、サービスパック 5 J ： i 降が適用されていること 

• Internet Explorer 4.01サービスパック 2 JU 降がインストールされていること 

■I ： Internet Explorer 4.01サービスパック2じ(降は Windows NT 4.0のサービスパック5または 6 a 

L 卜、小 I 媒体からインストールできます。 


Power Console Plus (管理 PC ) のインストール手順 


Power Console Plus (管理 PC ) のインストール 
はミがの EXPRESS 巨 UILDER をイ吏用します。 
EXPRESS 巨 UILDER をドライフ*にセツト後、マ 
スターコント □ ールメニユーから[ソフトウエ 
アのセットアップ]-作 SMPRO ]- [関連ユー 
テイリテイ メニュ ー ]—[Power Console Plus ] 
の順にクリックします。 



ここで表示されるセットアップオプションの選択でインス I -ールするコンポーネントとして 
「管理 PC 」 または r 管理 PC 十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください 。 U 
降はダイア□グボックスのメッセージに従ってインストールしてください。 

>1; 上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすべてのサーバおよび管理 PC を管理す 

U >7 r | るコンピュータとしてネットワーク内に1つを義します。 
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Power Console Plus (管理 PC ) の環境設定 

• HOSTS ファイルの設定 

管理サーバとすべてのサーバ/管理 PC の IP アドレスとホストをを登録してください。 

♦ REGSERV.DAT の設定 

管理サーバのホストををすでにある riocalhost 」 の設をと置換してください。 
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エクスプレス通報ヴービス 

エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムじ発生する障害情報(予防保守情報含む）を電 
子メールで保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に保守を行っ 
たりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作するシステム監 
視サービス （ DMtOOL ) を連携させることでシステムを安定に稼働させることができる、クライアント/ 
サーバ型の保守サービス （ PC 通報連携機能）を提供しています。 


カスタムインス I ルモデルでのセットアップ 


モデルによっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインス I -ールされている 
場合もあります。インストール済みのエクスプレス通報サービスはまだ無効になっておりま 
す。必要な契約を行い、通報開局 FD を入手してから、次の操作を行うとエクスプレス通報 
サービスは有効じなります。エクスプレス通報サービス有効後は EXPRESS 目 UILDER 内にあ 
るオンラインド车ュメント r エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド」を参照し 
て設定してください。 

セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、下の契約等が必要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送がされる通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 
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エクスプレス通報ヴービスを有効にする操作 

次の手順で購入時にインス I '''ール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 

1. [コント□-ルパネル]の忙 SMPRO / ServerAgent ] を選択する。 

2 . [全般]タブの[通報の設定]をクリックする。 

アラートマネージャ設定ツールが起動します。 

3. [ツール]メニューの[エクスプレス通報サービス]、[サーバ]を選択する。 

[エクスプレス通報サービスセットアップユーティリティ]が起動します。 

4. 通報開局 FD をフ□、ソピーディスクドライブ(こセットし、通報開局 FD を読み} A む。 

エクスプレス通報サービスが有効となります。 


手動インストール(新規インストール) 


手動でインス I -ールする場合は、下の説明を参考にしてインス I -ールしてください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、じ(下の環境が必要です。 

ノ、ードゥェア 

• メモリ 18.0 MBW 上 

• 八ードディスクドライブの空き容量 30.0 MBW 上 

• メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必要 
です。 

ソフトウエア 

• 添付の EXPRESSBUILDER CD - ROM 内の ESMPRO/ServerAgent 
参上記、 ESMPRO / ServerAgent がサポートする 0 S 

• マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に t (下の環境が必要です。 
ESMPRO / ServerManager * 十 ESMPRO/AlertManager Ve 「3.4 J ： i 降 

* 被監視サーバの ESMPRO / ServerAgent のバージョン上を使用してください。 

(例） 被監視サーバが ESMPRO/ServerAgent Ve 「3.8 の場合、 ESMPR 0/ 

36「ソ6「1\/|311396「は\/6「3.8]：^降を使用してください。 
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セットアップに怒要な契約 

セットアップを行うには、じ(下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してくださ 
い。 

• 本体装置の八ードウてア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセツトアップについては、「オンラインドキュメント」を参照し 
てください。 


PC 通報連携機能 

PC 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールで保守センターじ自 
動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアントの障害を事前 
に察知したり、障害発生時、すみやかじ保守することができます。 

jl ; 本装置ではモデム経由による自動通報はサポートしておりません。 

rEvTi 


PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインド车ュメント」を参照してくださ 
い。 

また、別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。お買い求めの販売店、または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 
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テープ監視ツール 

テープ監視ツールは> 本装置に接続されたテープドライブな6びに使用しているテープメディアの状態を 
監視するユーティリティです。 

へ、ソドのミちれや不良テープの使用などによるバックアップファイルの消失やバックアップの失敗などを防 
止するために、テープドライブを搭載している装置にはこのユーティリティをインス I -ールすることをお 
勧めします。 


カスタムインストールモデルでのセツトアツ 


モデルによっては購入時にテープ監視ツールがあらかじめインストールされている場合もあ 
ります。インス I -ール済みのテープ監視ツールのサービスを次のように設定してください。 
サービスの設をは[コント□ールパネル]の[サービス]をダブルクリ、ソクすると起動します。 

• 選択するサービスさ )： TapeAlertChecker 
• スタートアップの種類：自動 
• □グオン： システムアカウント 

[デスクトップとの対話をサービスに許巧]にチェック 

サービスに [ TapeAle け Checker ] がない場合は、装置にインス! -- ルされていません。次の 
r 手動インス I -ール(新規インス I -ール）」を参照してインス I -ールしてください。 


手動インストール(新規インストール) 


手動でインス!-ールする場合は、じ(下の説明を参考にしてインストールしてください。詳し 
くはオンラインド车ュメントの r テープ監視ツールセットアップガイド」をご覧ください。才 
ンラインドキュメントは、添付の EXPRESS 目 UILDER CD - ROM の次のディレクトリじ PDF 
ファイルで格納されています。 

DVD - ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥」 nst 32 阵 SG _ TPn . pdf * * n : は任意の数字 

動作環境 

ノ、ードウェア 

• インス!ルする装置 Express 5800/50、100、600シリーズ本体 

• メモリ 500 KBW 上 

• 八ードディスクドライブの空き容量 2.2 M 目 W 上 

ソフトウェア 

• オペレーティングシステム 

- Microsoft ® Windows NT ® 4.0 日本語版けービスパック 5 W 峰） 

— Microsoft ® Windows ® 2000日本語版 
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• アプリケーション 

- ARCserve J 6.0 for Windows NT に P 3) (全エディション） 

- ARCserve J 6.5 for Windows NT (全エディション、 Patch 07 が必要) 
- ARCservelT 」6.61 for Windows NT (全エディション） 

- ARCserve 2000 ( SP 2) (全エディション） 

— BackupExec for Windows NT Ver .7.3 
— BackupExec for Windows NT Ver .8.5 
- NTBackup(Windows NT 標準装備のバックアップツール） 

-己 KUP 


監視対象装置 


テープ 監視、 ソールで 監視できる テープ ドライブは次のとおりです。 


• 内蔵/外付 AIT 

• 内蔵/外が AIT 集合型 
• 内蔵/外が DAT ( DDS 3) 

• 内蔵/外が DAT 集合型 ( DDS 3) 
• 内蔵 TRAVAN 
• 外付 TRAVAN 集合型 
• 内蔵/外が DAT ( DDS 4) 

• 内蔵/外が DAT 集合型 ( DDS 4) 
• 内蔵 SLOT 
• 内蔵 LT 0 
• 外が LT 0 


N 8151-28/-34/-41/-44、 

N 8551-19/-28/-34、 N 8560-16 
N 8151-29、 N 8551-20/-29/-36、 N 8560-17 
N 8151-12 BC . N 8551-12/-12 A /-12 BC . 
N 8560 -12/-12 AC 

N 8551-13/-13 AC 、 N 8560 -13/-13 AC 
N 855 1-21 
N 8560-19 

N 8151-26/-43、 N 8551-26、 N 8560 -22 
N 8151-27、 N 8551-27、 N 8560 -23 
N 8151-38 
N 8151-37/-40 
N 8160 -39 


対象ドライブとバックアップソフトの対応につきましては弊社の Web 情報ページにある 
8番街 ( http :// nec 8. com /) の「ケア-サポート」一「テクニカルガイド」一 「 Express 5800/100 
シリーズテクニカルガイド」にあります。バックアップ装置<バックアップ装置対応ソフト 
ウェア① WindowsNT / 2000 > を確認してください。 


インストール手順 

添付の EXPRESSBUILDER CD - ROM の次のディレクトリにある！ " Setup . exe 」 をエクスプ 
□ーラなどから起動してください。 

CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ Jnst 32 详 setup.exe 

W 降は画面に表示されるメッセージに従ってください。詳しくはオンラインドキュメントで 
説明しています。 

インストールの完了後、サービスが動作していることを磕認してください。前ページの「力 
スタムインス I -ールモデルでのセットアップ」の説明を参照してください。 

監視についての詳細な設をは、 ini ファイルを編集することで変更できます。 ini ファイルは rc : 
¥ Program ドお5¥下3。6八16け加6〇1<6「¥0:出加です（デフォル トの 設定:で インス I ―ルした 場 
合）。設をの詳細じついてはオンラインド羊ュメントをご覧ください。 
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- Management Workstation Application - 


本装置では MWA によるリモート管理機能をサポートしていません。 


オフライン巧巧ユーテイ IJ テイ 

本装置ではオフライン保守ユーティリティをサポートしていません。 RAS ユーティリティを使用してくだ 
さい。 


システム診断 

システム診断には2つの方まがあります。詳しい説明については7章に記載しています。 
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